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ミヤンマーの農村におけるハンセン病の疫学調査
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途上国の多くは限られた財源で、生命に直接的な危険をもたらす多くの疾患に取り組まねばなら

ず、フィラリア症、住血吸虫症、腸管寄生虫、ハンセン病、トリパノソーマ、リーシュマニアなど

Neglected Diseasesと総称される疾患への対策は不充分となりやすい。しかしこれらの疾患は、

長期に渡って人々の生活の質を著しく低下させ、地域全体の活動性にも大きく影響する。ハンセン

病は、生命に直接的な脅威を与えることが少ないという意味で、その代表的な疾患と言えよう。現

在では障害無く治癒に導ける疾患であるが、治療が遅れれば、さまざまな後遺症を残す。ハンセン

病対策の最大の重点は、常に早期発見・早期治療に置かれている。1982年以降の多剤併用治療

（MDT）の普及によって、世界のハンセン病対策は大きく変化した。しかし今なお毎年約50-60

万人の新患者があり、その中には既に障害を持って診断される例も後を絶たない。我々のNGO

（Nirvana)は、流行地におけるハンセン病の発症予備群を把握し、それらを予防投与に繋げるこ

とを目指して疫学調査を続けている。また近年、新患者の保有する菌にも薬剤耐性株が発見されて

いることより、現地での調査を開始した。対象と方法1) ミヤンマーバゴー管区は古くからハンセ

ン病の流行地で、その中のKyanbokone村（K村）は、人口306人の農村である。我々は、現地

保健省直轄のDepartment of Medical Researchと協力し、2000年よりK村の住民を対象に、

らい菌特異的な抗PGL-I抗体をELISA法にて測定し、経時的な推移を観察している。我々は必要備

品と技術指導を提供し、測定は現地スタッフが行う。2) Yangon Special Skin Clinic

（YSSC）は、ミヤンマーにおけるハンセン病治療の中心的な機関である。ここの受診患者を対象

に、薬剤耐性の検査を開始した。結果K村のらい菌特異的抗体の陽性率は、全体を通じて約

38％、10歳以下では28％、30歳以下では49％であった。10歳以下の陰性例は、3年間のいずれ

かの時点で、半数以上が一度は陽性になっていた。また4年間連続して陽性の7例中、2例が発症し

た。また他の発症者１例は、初年度陰性で、翌年より陽性となっていた。YSSCの受診者中、これ

までに２例の薬剤耐性株を発見した。MDTの効果が懸念されることより、さらに広範囲での調査

を予定している。考察 かつては未治療の患者が唯一の感染源とされていたが、抗体陽性率の高さ

は対策の再検討を促すものと考えられ、今後環境内らい菌の調査を予定している。また抗体価とそ

の変動から、発症予備群の把握が可能か検討する。薬剤耐性については、対象を拡大した調査が必

要と思われる。 
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